
技Ⅱ－CB１－１省エネ型精密蒸留技術

◇技術内容

◇特徴

◇用途（応用範囲）

◇関連特許 １件

・３成分系を１塔式により高効率分離が可能

・投入エネルギーの削減

（従来の２塔式対比△２０％以上）

・設備投資額の削減

・設置面積の縮小（従来対比△２０％）

多成分のナフサ留分から高オクタン価の環境低

負荷型ガソリン、石油化学原料等を製造する高

効率の精密蒸留技術

名称：イソペンタン分留装置、その方法、および、
燃料油調製方法

番号：特願２００５－０５９４７６号

多成分系の
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的分離に幅広

く適用が可能

効率的多成分系精製技術のはじめての実証化事例

石油精製 石油化学

常

圧

蒸

留

装

置

原油

C5

C6

C7

C8

i-C5

（高ｵｸﾀﾝ価ｶﾞｿﾘﾝ基材）

n-C5,C6,C7

（高分解ナフサ）

C8（重質ナフサ）

省
エ
ネ
型
精
密
蒸
留
塔

（多
成
分
系
の
蒸
留
）

エチレン分解

芳香族改質

（アロマ化）

プロピレン

エチレン

ベンゼン

パラキシレン

環境低負荷型

ガソリン

最適調合システム

C5～C7

（ラフィネート）C5

C6

C7

C8

i - C5 n - C5

C6

C7

C8

従
来
方
式

（２
塔
式
）

精密蒸留塔

原料

Ａ＋Ｂ＋Ｃ

製

品Ａ

製

品Ｂ

製

品Ｃ

精密蒸留塔

原料

Ａ＋Ｂ＋Ｃ

製

品Ａ

製

品Ｂ

製

品Ｃ

分割壁 の両側で異なった

温度、圧力 の運転となる

ため非軸対象な溶接構造

と荷重を有する
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